
世界の焦点

周
図

’也、

来

中

国

総

理

国

家

的

使

H
国
家
の
顔H

一
月
八
日
午
前、
つ
い
に
病
に
倒
れ
た
周
恩
来

・
中
国
国
務
院
総
理
の
許
報
は、
翌一
月
九
日
早

朝
か
ら
全
世
界
に
伝
わ
っ
た。
巷
間
さ
さ
や
か
れ

て
い
た
と
お
り、
死
因
は
ガ
ン
で
あ
っ
た。

中
国
革
命
の
勝
利
か
ら
四
半
世
紀
有
余、
周
恩

来
総
理
は
中
華
人
民
共
和
国
の
「
国
家
の
顔」
で

あ
っ
た。
周
恩
米
は、
常
に
強
烈
な
国
家
的
使
命

感
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
行
政
と
外
交
の
指
導
者

だ
っ
た
の
で
あ
る。
そ
の
よ
う
な
使
命
感
と
そ
周

恩
来
の
す
べ
て
の
政
治
行
動
を
支
え、
政
治
戦
略

を
定
立
さ
せ
た
根
本
だ
っ
た
と
い
え
よ
う。
現
代

中
国
の
内
政・
外
交
の
キ
l・
パ
l
ソ
ン
で
あ
り

な
が
ら、
常
に
政
治
の
主
座
に
位
置
し
て
き
た
周

恩
来
を、
人
は
よ
く
「
不
倒
翁」
だ
と
か
「
決
し

て
N
0・
2
に
な
ら
在
い
政
治
家」
だ
と
か
い

う。
だ
が、
周
恩
来
は
国
家
の
命
運
と
い
う
使
命

感
に
立
脚
し
て、
精一
杯、
現
代
中
国
の
政
治
の

の

死

A
叩

威か

に

徹

す

激
流
の
な
か
に
立
ち
続
け
て
き
た
の
で
あ
っ
て、

単
純
在
日
和
見
主
義
者
や
時
流
迎
合
派
で
は
決
し

て
・な
か
っ
た。

そ
の
よ
う
な
周
恩
来
に
と
っ
て、
建
国
後
の
政

治
的
な
最
大
の
試
練
は、
や
は
り一
九
六
六
年
の

文
化
大
革
命
初
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
今
日

の
中
固
に一
貫
し
て
存
在
し
た
路
線
闘
争
に
お
け

る
穏
健
派
・な
い
し
は
現
実
主
義
者
と
し
て
の
肌
合

い
を
多
分
に
も
っ
て
い
た
周
恩
来
は、
六
0
年
代

前
半
の
経
済
調
整
期
に
劉
少
奇、
郡
小
平、
彰
真

ら、
い
わ
ゆ
る
実
権
派
の
指
導
者
と
か
な
り
近
い

立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、
そ
の
周
恩
来

は、
や
が
て
文
化
大
革
命
を
発
動
し
た
毛
沢
東
の

立
場
K、
全
身
全
霊
を
賭
け
る
ζ
と
に
よ
っ
て、

紅
衛
兵
運
動
か
ら
奪
権
闘
争
に
至
る
政
治
の
激
流

を
導
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る。

私
は
た
ま
た
ま、
一
九
六
六
年
秋、
周
恩
来
が

右
の
よ
う
な
岐
路
を
踏
み
ζ
え
た
直
後
に
訪
中
し

て、
目
の
前
の
壇
上
の
周
恩
来
が
同
じ
く
壇
上
に

並
ぶ
劉
少
奇
や
郡
小
平
を
横
自
に
み
て、
ひ
た
す

ら
「
毛
主
席
万
歳」
を
唱
え
た
歴
史
的
場
面
（
六

六
年
秋
の
人
民
大
会
堂
に
お
け
る
孫
文
生
誕一
O

O
周
年
記
念
大
会
と
い
う
国
事
が
そ
れ
で
あ
っ

た）
に
出
会
わ
せ
た
が、
毛
主
席へ
の
忠
誠
を
必

死
に
誓
う
か
の
よ
う
な
そ
の
と
き
の
周
恩
来
の、

い
さ
さ
か
上
ず
っ
た
ρ
ス
キ
！
な
声
が
い
ま
も
耳

元
に
残
っ
て
い
る。

4 世界週報

世
紀
の
政

治家

こ
の
よ
う
な
周
恩
来
の
転
進
は、
文
化
大
革
命

と
い
う
未
曽
有
の
政
治
的
激
動
K
直
面
し
て、
ζ

の
激
動
の
局
面
を一
身
に
引
き
受
け
て、
中
国
を

支
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
実
な
使
命

感
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り、
同
時
に
周
恩
来
の
読

み
の
深
い
政
治
戦
略
の一
環
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う。
だ
か
ら、
文
化
大
革
命
が
実
権
派
の
打
倒
を

も
た
ら
し、
や
が
て
奪
格
闘
争
で
の
功
績
に
よ
っ

て
林
彪
ら
軍
幹
部
が一
種
の
「
兵
営
体
制」
を
形

成
す
る
や、
今
度
は
林
彪
異
変
に
至
る
軍
事
路
線

の
排
除
に
全
力
を
尽
く
し
た
の
で
あ
っ
た。

や
が
て、
林
彪
異
変
の
の
ち
は、
内
政
的
に
は

旧
幹
部
の
相
次
ぐ
復
活
や
文
化
大
革
命
の
行
き
す

ぎ
是
正
を
中
心
と
し
た
脱
文
革
の
潮
流
を
つ
く
り

だ
し、
対
外
的
に
は、
「
造
反
外
交」、

「
革
命
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外
交」
か
ら
転
じ
て、
米
中
接
近、
日
中
国
交
に

至
る
「
国
家
外
交」
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
き
た

の
で
あ
る。
そ
し
て、
こ
の
よ
う
な
周
恩
来
戦
略

の
基
底
に
は、
H
毛
沢
東
体
制
下
の
非
毛
化H
と

い
う
遠
大
な
構
想
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い。

そ
れ
だ
け
に、
こ
う
し
た
周
恩
来
戦
略へ
の
批

判
が、
文
化
大
革
命
以
降
も一
貫
し
て
潜
在
し
て

い
た
よ
う
な
気
が
す
る。
い
わ
ゆ
る
反
潮
流
運
動

と
し
て
の
「
批
林
批
孔」
運
動
や
「
水
品川
伝」
批

判、
最
近
の
教
育
革
命
論
争
に
含
ま
れ
て
い
る
路

線
闘
争
的
な
政
治
の
角
逐
に、
周
恩
来
総
理
個
人

・な
い
し
は
M
周
恩
来
路
線H
的
な
潮
流
が
無
関
係

で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う。

と
の
よ
う
に
見
た
と
き、
周
思
来
は、
彼
に
対

す
る
内
外
の
通
俗
的
な
評
価
を
す
べ
て
知
り
尽
く

し
・な
が
ら
も、
な
お
そ
れ
を
超
え
た
と
ζ
ろ
に
遠

大
な
構
想
を
持
し
て
い
た
偉
大
な
政
治
家
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う。
独
自
の
政
治
構
想
の
下
で、
困

難
な
事
態
を
調
整
し、
収
拾
し、
あ
る
い
は
妥
協

点

に
導
く
と
と
と
そ
が
H
政
治μ
だ
と
す
る
な
ら

時

ぼ、
ま
さ
に
周
恩
来
と
そ、
世
紀
の
政
治
家
で
あ

界世

っ
J応。周

恩
来
の
今
回
の
死
は、
工
業
化
を
中
心
と
す

る
中
国
社
会
の
よ
り
成
熟
し
た
発
展
へ
と
向
か
っ

て
中
国
が
い
ま
よ
う
や
く
離
陸
し
は
じ
め
た
と
き

に
訪
れ
た。
そ
れ
だ
け
に
中
固
に
と
っ
て
は
大
き

な
損
失
で
あ
る
が、
周
思
来
自
身
に
と
っ
て
も、

そ
の
政
治
戦
略
を
中
途
で
断
た
れ
ざ
る
を
得
・な
か

っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て、
無
念
き
わ
ま
り
・な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う。
多
く
の
中
国
民
衆

は、
毛
沢
東
以
後
の
時
代
に
お
け
る
周
恩
来
の
活

躍
に、
期
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
・な
か
ろ
う

、。・カ

ポ
ス
ト
周
体
制
整
う

と
も
か
く、
周
恩
来
総
理
は
す
で
に
な
い。
中

国
革
命
の
初
期
か
ら
の
長
い
革
命
経
歴、
と
く
に

西
安
事
変
（一
九
三
六
年）
と
い
う
世
紀
の
歴
史

的
ド
ラ
マ
に
際
し
て、
周
恩
来
が
み
せ
た
そ
の
政

治
的
手
腕
は、
中
国
革
命
の
勝
利
後、
四
半
世
紀

有
余
に
わ
た
っ
て
行
政
の
長
と
な
り、
外
交
の
立

役
者
と
な
っ
て、
さ
ら
に
い
か
ん
・な
く
発
揮
さ
れ

た。そ
の
よ
う
な
周
恩
来
の
死
が
も
た
ら
す
空
白
は

人
事
的
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い。
だ
が一
方、

中
国
は、
こ
れ
か
ら
「
毛
沢
政
以
後」
へ
と
い
う

も
う一
つ
の、
さ
ら
に
大
き
な
転
機
を
い
ず
れ
近

い
将
来
に
迎
え
ね
ば
な
ら
な
い。
そ
う
し
た
緊
迫

感
の
な
か
で、
と
の
よ
う
な
歴
史
的
時
期
を
経
過

し
て
ゆ
く
中
国
は
当
面、
周
恩
来
な
き
あ
と
の
政

治
的
空
白
を
補
填
し
得
る
体
制
を
す
で
に
整
え
て

い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か。
い
ま
や

郡小

平
副
総
理、
張
春
橋
副
総
理
ら
の
実
務
能
力
は
き

わ
め
て
高
く、
喬
冠
華
外
交
部
長
の
外
交
的
手
腕

は、
乙
れ
ま
た
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る。

こ
う
し
て
見
る
と、
周
恩
来
の
死
は、
中
国
の

後
継
指
導
者
層
に
と
っ
て
決
し
て
突
然
に
訪
れ
た

も
の
で
は
な
く、
む
し
ろ、
そ
の
死
に
備
え
て、

中
国
の
政
治
は
と
の
と
と
ろ
動
い
て
き
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い。
し
た
が
っ
て、
中
ソ

関
係、
米
中
関
係、
日
中
関
係
に
つ
い
て
も、
周

思
来
な
き
中
国
外
交
が
す
で
に
作
動
し
は
じ
め
て

い
た
だ
け
に、
ζ
の
点
で
の
大
き
な
変
化
は
当
面

あ
り
得
・な
い
で
あ
ろ
う。

周
思
来
の
死
が
伝
え
ら
れ
た
そ
の
朝、
羽
田
空

港
に
は
グ
ロ
ム
イ
コ
・
ソ
連
外
相
が
降
り
立
っ

た。
と
の
偶
然
に
象
徴
さ
れ
る
事
態
の
な
か
に、

当
面
の
日
本
外
交
の
重
要
な
課
題
が
存
す
る
と
と

に
も
変
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う。
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園
周

恩

来

首

相、

「
毛
・
周
時
代」

の
終
駕

中
国
の
周
恩
来
首
相
が一
月
八
日、
四

年
余
に
及
ぶ
闘
病
生
活
の
来て
北
京
で
死

去
し
た。

革命
の
揺
鑑
期
か
ら
今
日
の
社

会
主
義
大
国
建
設
に
至
る
ま
で
幾
多の
政

治
的
困
難
を
乗
り
切っ
て
き
た
不
倒
翁
も

病
に
は
勝て
な
かっ
た
わ
け
だ。
死
因
は

ガ
ン
と
伝
え
ら
れ
る。

周
首
相
の
死
去
は
約
半
世
紀
に
わ
た
る

ガ

ン

で

死

去

「
毛・
周
時
代」
の
終
需
で
も
あ
る。
中

国
の
指
噂
体
制
は
今
後、
毛
沢
東
主
席
を

頂
点
と
し
－な
が
ら
も、
実
務
商で
は
部
小

平
間
首
相
を
中
心
と
す
る
集
団
指
導
の
色

彩
を
浪
く
し
て
い
く
で
あ
ろ
う。
し
か
し

周
首
相
の
存
在
が
あ
ま
り
に
大
き
かっ
た

だ
け
に、
同
首
相
の
抜
け
た
穴
を
完
全
に

思
め
る
の
は
容
易
な
と
と
で
は
な
い。

た
だ、
中
固
に
とっ
て
不
幸
中の
幸
い

と
も
い
うべ
き
は、
周
首
相
の
発
病
か
ら

死
去
ま
で
四
年
間
と

い
う
時
間
的
余
裕
が

与
え
ら
れ
た
と
と
で

あ
る。
ζ
の
問
中
国

は
着々
と
後
継
者づ

く
り
を
進
め
る
ζ
と

が
で
き
た。

中
園、
「

老
中

青
」

の

集
団

指

導
体

制
に

紋周恩来首相

七
三
年
の
党
第一

O
回
全
国
大
会
（
十

全
大
会）
と
七
五
年

の
第
四
期
全
国
人
民

代
表
大
会
（
第
四
期

全
人
大）
で、
中
国

の
党
お
よ
び
国
家
体

制
は一
段
と
安
定
し

た
と
い
え
よ
う。

十
全
大
会
は
林
彪

事
件
を
総
括
し、
修
正
主
義
に
陥
る
の
を

防
止
す
る
回
以
を
掲
げ
た。
ま
た
と
の
大

会
は
老
年、
中
年、
青
年
の
H
三
結
合H

を
前
面に
打
ち
出
し
た
が、
と
れ
は
い
つ

ま
で
も
古
参
党
員に
依
存
し
て
党
が
老
齢

化
す
る
と
と
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ

り、
毛
沢
東
主
席、
周
恩
米
首
相、
朱
徳

会
人
大
常
務
安
員
長
ら
日
齢
の
指
導
者
川

か
ら
次
の
世
代へ
党の
伝
統をバ
ト
ン
タ

ッ
チ
す
る
布
石
で
あっ
た。
岩
手
の
主
洪

文
州
主
席、
中
年
を
代
表
す
る
川双
山朴
稿、

銚
文
元
氏、
千
軍
万
馬
の
つ
わ
も
の
で
あ

る
部
小
平、
必
剣
英
刷
、宅
席ら
で
楠
成
さ

れ
る
集
問
指
噂
体
制
は
す
で
に
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
る
と
い
え
よ
う。
周
恩
来
首
相
亡

き
あ
と、
党
体
制、
組
織
に
大
き
な
問
げ

き
が
牧
ず
る
と
は
与
え
ら
れ
ない。

生
涯
を
革
命
と
建
設
に
捧
げ
る

ま
た
第
四
期
全
人
大は
国
家
と
し
て
中

国
が
進
むべ
き
展
望
を
策
定
し
た。
一
九

八
O
年
ま
で
に一
応
の
工
業・
経
済
休
系

6 世界週報

H
ロ
月
お
白
1
1
月
7
日
H

園側側凶

I
M
F
引
き
出
し
新
記
録H
I
M
F
が

一
日
発
表
し
た
と
と
ろ
に
よ
る
と、
七
五

年
中
の
加
問
団
に
よ
る
I
M
F
引
き
出
し

は、
全
体
で
四
三
億一
四
九
O
万
S
D
R

に
達
し、
七
四
年
を
上
回
る
新
記
録
と
な

っ
か凡。途

上
国
側、
内
部
調
整
で
会
合H
さ
き

の
国
際
経
済
協
力
会
議
で
決
定
さ
れ
た
四

委
員
会
の
発
足
を
前
に、
開
発
途
上
国一

九ヵ
国
代
表
は
五
円
パ
リ
で
会
合
を
聞

き、
途
上
同
側
の
意
見
調勘訟
を
待っ
た。

I
M
F
暫
定
委
開
幕
H
国
際
涌
貨
基
金

判定
委
口
会
は
七
日、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
首

都
キ
ン
グ
ス
ト
y
で
二
円
聞
の
会
問
の
幕

を
聞
け
た。
問
委
は
議
長
に
ド
ク
レ
ル
ク

・
ベ
ル
ギ
ー
蔵
相
を
選
ん
だ
あ
と、
国
際

通
貨
体
制
の
蒋
絡
に
つ
い
て
協
滋
に
入
っ

た。日
ソ
平
和
条
約
に
な
お
時
聞
が
必
要
H

三
日
の
日
本
向
け
モ
ス
ク
ワ
放
送
は、
日

ソ
関
係
に
闘
す
る
解
説
で
n
y
平
和
条
約

交
沙
に
言
及
し
「
n
ソ
平
和
条
約
交
渉
は

ソ
連
の
せ
い
で
は
な
い
周
知
の
型
的
で一

定
時
間
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い」

と
指
摘
し
た。

1976.1. 20 



を
整
え、
第
二
段
階
と
し
て
今
世
紀
中に

農
業、
工
業、
国
防、
科
学
技
術
の
近
代

化
を
全
面
的
に
笑
現
し
て、
中
国の
国
民

経
済
を
世
界
の
前列
に
立
た
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る。
ζ
の
全
人
大で
は、
一

二
人
の
副
首
相
が
任
命
さ
れ
た
が、
ζ
れ

も
ま
た
中
国
の
集
団
指
導
体
制
指
向
を
示

す
も
の
だ
ろ
う。

と
の
問、
周
恩
来
首
相
は
十
金
大
会、

第
四
期
全
人
大
な
ど
の
重
要
な
行
事に
し

か
出
席
せ
ず、
外
国
要
人
と
の
会
談
も
ど

く
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
た。
周

首
相
が
外
国
人
と
会っ
た
の
は
咋
年
九
月

七
日、
ル
ーマ
ニ
ア
共
産
党
の
イ
りエ
・

ベ
ル
デッ
ツ
書
記
が
最
後で
あ
る。
実
務

面は、
郵
小
平
副
首
相
ら
グ
後
継
者H
に

ま
か
せ、
そ
の
成
長
を
見
守
る
と
い
う
意

味
合い
も
あっ
た
か
も
し
れ
ない。

七
八
歳
の
全
生
涯
を
社
会
主
義
中
国
の

建
設
に
さ
さ
げ
尽
く
し
た
周
思
来
首
相
の

足
跡
は、
そ
の
ま
ま
中
国
革
命
の
歴
史
で

も
あっ
た。

Bf;の歩み
一
九一
九
年
の
五・
四
運
動
参
加
を
皮

切
り
に
中
国
革
命
史に
登
場
し
た
期
首
相

は、
そ
の
後、
長
征、
西
安
事
変、
抗
日

戦
争、
新
中
国
の
些設、
ジュ
ネー
ブ
会

議、
パ
シ
ド
シ
会
議、
文
化
大
革
命、
中

ソ
対
立、
そ
し
て
米
中
会
談
か
ら
日
中
復

交へ
と、
中
国
が
内
政・
外
交
面で
重
大

な
伝
機
を
迎
え
る
た
び
に
舞
おの
中心
に

あっ
て
卓
越
し
た
政
治
手
腕
を
娠
る
い、

革
命の
機
進、
中
国
の
国
際
的
地
伎
の
向

上
を
実
現
し
て
き
た。
周
首
相
の
革
命に

お
け
る
功
績
は
計
り
知
れ
ない
も
の
が
あ

ろ
う。と

く
に
外
交
面に
お
け
る
多
彩
な
活
臨

は
全
世
界
の
目
を
見
張
ら
せ
る
も
の
だっ

た。
建
国
の
翌
五
O
年
に
訪
ソ
し
て、
故

ス
タ
ー
リン
首
相
と
の
聞
に
中
ソ
条
約
を

締
結、
五
四
年ジュ
ネ
ー
ブ
の
イン
ド
シ

ナ
会
議
に
出
席、
同
年
イ
ン
ド
の
故、不
1

ル
首
相
と
平
和
五
原
則
の
共
同
声
明
を
発

ヘ
表、
五
五
年パ
ン
ド白ン
の
ア
ジ
ア・
ア
フ

リ
カ
会
議
に
出
席、
五
六
年
東
南ア
ジ
ア

諸
国
を
訪
問、
六
三
年
に
は
ア
フ
リ
カ
に

も
飛
ん
で
各
国
を
歴
訪
し、
中
国
の
「
対

外
援
助
八
項
目
の
原
則」
を
宣
言
し
た。

と
の
問、
対
日
関
係で
は
石
橋
湛
山、

松
村
謙
三
氏
ら
日
本
政
界
の
領
袖
と
会

見、
日
中
間の
民
間
交
流
と
貿
易
の
糸
口

を
つ
く
り、
つ
い
に
は
七
二
年
九
月
間
中

首
相
を
迎
え
て
国
交
正
常
化
を
笑
現、
名

実と
も
に
日
中
戦
争
を
終
結
さ
せ
た。
ま

た
七
二
年
に
はニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
を
中

固
に
迎
え、
歴
史
的
な
米
中
接
近
を
な
し

と
げ
た。

と
う
し
た
周
恩
来
首
樹
の
世
界
を
ま
た

に
か
け
た
撃
臨
な
る
外
交
は、
ま
さ
に

「
現
代
の
傑
出
し
た
政
治
家」
（
キッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
米
国
務
長
官）
と
い
う
賛
辞
に

ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る。

傑
出
し
た
政
治
家

派
手
・な
外
交
面で
の
活
躍
に
比べ、
一

見
地
味
で
は
あ
る
が、
周
恩
来
首
相
が
内

政
面で
発
捕
し
た
読
み
の
深
さ
と、
そ
の

ね
ば
り
強
さ
も
見
逃
せ
ない。
一
九三
六

年
の
西
安
事
変、
そ
の
後
の
国
共
合
作
に

一示
さ
れ
た
周
恩
来
の
見
通
し
の
的
確
さ
と

強
じ
ん
な
ね
ば
り
腰、
文
化
大
革
命
の
収

拾
に
あ
たっ
て、
紅
衛
兵
の
代
表
と
徹
夜

で
話
し
合い、
説
得
を
し
て
い
っ
た
精
力

的
念
活
動
は
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で

あ
る。そ

れ
以
上
に、
劉
少
奇、
林
彪
と
い
っ

た
時の
権
力
者
が
次々
に
失
脚
し
て
い
く

中で、
常
に
ナン
バ
ー・
ツ
I
の
地
位
を

維
持し、
半
世
紀に
及
ぶ
「
毛・
周
時
代」

を
確立
し
た
と
い
う
事
実
が、
周
恩
来
首

相
の
実
務
政
治
家
と
し
て
の
偉
大
さ
を
余

す
と
と
ろ
・な
く
物
語っ
て
い
よ
う。

日
本人
記者の
圏内
旅行
制
限緩和H

ソ
連
外
務
省
新
聞
諜
は
五
日 、
在
ソ
連
日

本
大
使
館
に
対
し
て 、
モ
ス
ク
ワ
常
駐
の

臼
本
人
記
者
に
対
す
る
園
内
旅
行
制
限
の

緩
和
と 、
そ
の
手
続
き
の
簡
素
化
を 、
来

る
三
月一
日
か
ら
実
施
す
る
と
通
告
し
て

き
た 。日

航
機
乗
っ

取
ら
れ
る
H

五
日
午
後 、

マ
ニ
ラ
か
ら
東
京
へ
向
か
お
う
と
し
た
日

航
機
が
マ
ニ
ラ
笠
港
内
で

武装
し
た
フ
ィ

リ
ピ
y
人
二
人
に
乗
っ

取
ら
れ
た 。
し
か

し
犯
人
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
当
局
の
説
得
に
応

じ
て
投
降 、
ρ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
は
発
生

後約一
0
時
間
で
解
決
し
た。

間刊け国
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中
国、

ソ
連
ヘ
リ
乗
員
を
釈
放
H
中
国

政
府
は
二
十
七
日 、
七
四
年
三
月
中
国
領

内
に
入
り

逮
捕
さ
れ
た
ソ
連
国
境
警
備
隊

員
三
人
の
釈
放
を
決
定 、
乗
っ
て
い
た
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
機
材
を
ソ
速
に
返
滋
す
る

と
と
を
明
ら
か
に
し
た 。

中
国
国
防
科
学
技
術
委
主
任
に
張
氏
H

二
十
八
日
の
北
京
般
送
は 、
中
国
の
国
防

科
学
技
術
委
主
任
に
張
愛
薄
氏
が
就
任
し

て
い
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
た 。

中
国
三
紙
誌
元
旦
共
同
社
説
を
発
表
H

北京
放
送
は
三
十一
日 、
恒
例
の
中
国
共

産
党
機
関
紙
「
人
民
日

報」、
同
理
論
稔

「
紅
旗」 、

解
放
軍
機
関
紙
「
解
放
軍

報」
の
元
旦
共
同
社
説
を
発
表
し
た 。
今

年
度
の
題
は
「
世
に
難
き
ζ
と
な
し 、
た

？ 世界週報


